
別 紙 

 

着ぐるみの使用及び使用後の手入れに関する留意事項 

 

１ 会場の気温、天候等を考慮し、着用者の水分補給や頭部等の冷却など、十分な暑さ対策

をすること。また、長時間着用する場合は適宜休憩をとるなど、無理のない着用をすること。 

 

２ 着ぐるみを着用するものは、素肌が直接着ぐるみにふれないように、長袖や長ズボン等

を着用すること。 

 

３ 原則として、雨天時の野外での使用は控えること。 

 

４ 「健やか力」向上推進キャラクターのイメージを保つため、着ぐるみを着用した状態で

のイメージを低下させるような行為やポーズ、声出し、頭脱ぎ等は慎むこと。また、公衆の

面前での着脱は行わないこと。  

 

５ 着ぐるみを着用すると視野が狭まり、音声も聞き取りにくくなるので、安全対策のため

補助者をつけること。 

 

６ 使用後は、消臭スプレー等を使用し、手袋は裏返しにして風通しのよいところで陰干し

し、十分に乾燥させてから返却すること。 

 

７ 着ぐるみは柔らかい素材でできているので、極度に動きの激しい利用を避け、輸送、保

管の際の置き方には十分注意すること。 

 


